
  

ウォーターポンプ（矢視部） 

改 善 箇 所 説 明 図 

車両前方 

改善の内容 

全車両、当該ウォーターポンプの遮熱板締結ボルトを対策品と交換し、ピストンが抜け出さ

ない構造にする。 
また、遮熱板締結ボルトを対策品に交換後、レバーが破損した場合は、ウォーターポンプを

無償交換する。 

識別：銀色のシールをモデルナンバープレートの右横に貼り付ける。 

注：             は、交換部品を示す。 

基準不適合発生箇所 

エンジンの冷却装置において、ウォーターポンプ内にある冷却水の流路切り替えバルブを

作動させるレバーの強度が不足しているため、当該レバーが破損することがある。そのた

め、レバーに連結しているピストンがバルブから抜け出して冷却水が漏れ、そのまま使用を

続けるとオーバーヒートになるおそれがある。 
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